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自治振興会は、市の提案 23地区全てで設立されています。

希望ヶ丘学区自治振興会本町分会
　希望ヶ丘本町区は、約 1,200 世帯、3,800 人の人々
が暮らす大規模な新興住宅地です。多くの方は、他所か
ら引っ越して来られ、第２の故郷としてこの希望ヶ丘本
町区に住んでおられます。
　現在でも人口は増加していますが、少子高齢化や人づ
きあいの希薄化などさまざまな課題を抱えています。そ
れらの課題を克服するために、今年の 2 月 26 日に希望
ヶ丘学区自治振興会本町分会が設立されました。
　今後は、後発の優位性を活かしながら、自治会をはじ
め、各種団体等の皆さんや、一人でも多くの方々に参画
をしていただき、本町区が誰もが住んでよかった思える
まちになるように活動を進めていきます。 

希望ヶ丘学区自治振興会本町分会
酒
さか

巻
まき

　昌
しょういち

市会長に聞きました

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　平成 21年の区長会で初めてこの提案をいただいた時
点では、既に地域に根付いて活動している自治会との兼
ね合いなどにより難色を示していました。しかし、詳し
い説明を受けるに従い、既存の自治組織とは違う立ち位
置での活動ができる可能性を感じ、前向きに検討するこ
とになりました。
　そして、自治会との度重なる協議を経て昨年 12月に
は設立準備委員会を立ち上げ、３回に亘る協議の結果、
２月 26日当分会を設立するに至りました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当分会は、設
立されて間がな
いため、大きな
事業については
構想を練る段階
です。しかし、
自治会に入会さ
れていない区民
にも自治振興会の情報を提供するために、区内３か所に
掲示板を設置しました。また、市や個人では対処するこ
とのできない樹木の伐採等を実施しました。
　今後は、区内の高齢化問題や安心安全事業を中心に事
業を展開していく予定です。特に、東日本大震災を教訓
にして、当分会も独自の災害への対応が必要であると強
く感じたので、先進地を参考にしながら、防災のまちづ
くりに取り組んでいこうと思います。

── �希望ヶ丘学区自治振興会本町分会のＰＲをどうぞ

　当分会では、区民同士が活動を通じてつながりを持ち
合い、身の回りのことで自分たちにできることは自分で
やるというように、意識を変えていける場でありたいと
考えています。例えば、各々が自分の家の前を掃除する
だけでも地区全体の美化が保たれ、またそれを通じて、
少なくとも向こう三軒両隣のつながりが生まれます。こ
ういった小さなことを大切にしていきたいと思います。
　大きな事業ももちろんですが、私たち役員も区民も一
緒に意識を変えていけるような小さな運動からまず取り
組んでいこうと思いますので、今後共に本町分会の活動
を見守っていただきたいと思います。

―向こう三軒両隣のつながりから―
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雲
井
小
学
校
で
５
月
1
日
に
、信
楽
消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
、全
校
児
童

に
よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
9
時
30
分
の
訓
練
放
送
を
合
図
に
、各
教
室
か
ら
担
任
の

先
生
を
先
頭
に
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
え
た
児
童
が
、次
々
と

運
動
場
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、水
消
火
器
を
用
い
た
家
庭
用
消
火
器
の
使
い

方
の
講
習
が
あ
り
、全
校
児
童
や
保
護
者
が
見
守
る
な
か
、

高
学
年
の
児
童
が
見
事
に
火
災
の
的
に
命
中
さ
せ
ま
し
た
。

　
避
難
時
の
落
ち
着
い
た
動
作
や
、消
火
器
の
扱
い
に
消
防

署
員
の
方
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
校
長
先
生
か
ら
、「
こ
の
体
験
を
家
庭
で
話
し
、家

族
で
も
う
一
度
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
」と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
９
日
、甲
南
第
二
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、子
ど
も
た
ち
に
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や
横
断
の
仕
方
を
練
習
し
、日

頃
か
ら
交
通
安
全
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

｢

車
は
急
に
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
み
ん
な
一
人

ひ
と
り
が
、止
ま
る
、見
る
、待
つ
、の
3
点
を
意
識
し

て
、自
転
車
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。｣

と
い
う
地
元
の
杉
谷

駐
在
所
長
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
後
、実
際
に
自
転
車
に

乗
っ
て
学
校
周
辺
の
道
路
を
走
り
ま
し
た
。
小
雨
が

降
る
中
、子
ど
も
た
ち
は
指
導
を
受
け
、自
転
車
か
ら

降
り
て
道
路
の
左
右
の
確
認
を
し
、安
全
に
道
路
を
横

断
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
ホ
ー
ル
で
は
、自
主
活

動
サ
ー
ク
ル“
水
彩
画
ク
ラ
ブ
”の
皆
さ
ん
が
月
替
り
で
力
作

を
展
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
か
ら
新
た
に
設
置
し
た『
地
域
の
広
場
』の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、最
近
貴
生
川
地
域
の
方
が
自
身
で
掘
り
出
し
た

竹
の
根
っ
こ
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
、今
年
の
干
支
で
あ
る「
龍
」

や
お
め
で
た
い「
鶴
亀
」の
竹
細
工
を
展
示
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
自
然
を
生
か
し
て
作
ら
れ
た
作
品
の
ア
イ
デ
ア
に
、興

味
を
持
っ
て
ご
覧
に
な
っ
た
方
が
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の『
地
域
の
広
場
』で
は
、発
掘
作
業
に
参
加
さ
れ
た
際
に

収
集
さ
れ
た
資
料
や
季
節
折
々
の
行
事
、風
景
の
写
真
や
絵
画
な
ど
の
展

示
も
あ
り
、「
次
は
ど
ん
な
作
品
が
見
せ
て
も
ら
え
る
の
か
な
」と
、来
訪
さ

れ
る
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、玄
関
と
駐
車
場
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ

が
ど
れ
も
満
開
に
な
り
、来
所
さ
れ
る
住
民
の
方
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
は
、大
野
地
域
自
治
振
興
会
の
生
活・環
境
部
会
が
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、

「
大
野
花
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
」と
称
し
て

昨
年
十
月
末
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

春
先
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
、今
で
は
プ

ラ
ン
タ
ー
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
見
事
に
咲

き
ま
し
た
。

　

大
野
地
域
自
治
振
興
会
の
取
り
組
み

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
回
覧
板
一
覧
』で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
野
地
域
自
治
振
興
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

http://0 ゼ
ロ0 ゼ
ロn エ
ヌo オ
ー.jp/

で
す
。

避
難
訓
練
と
消
火
体
験

雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

自
転
車
に
乗
っ
て
安
全
確
認

甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地
域
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広
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貴
生
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地
域
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ン
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ー

溢
れ
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迎
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●
採
用
職
種

　
①
行
政
若
干
名　
②
土
木
１
名

　
③
保
健
師
１
名

（
い
ず
れ
も
平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
）

●
受
験
資
格

　
①�

行
政
及
び
②
土
木

　
　

�　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
、平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
、

　
③�

保
健
師

　
　

�　
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
方
。

●
１
次
試
験
／
７
月
22
日（
日
）

●
２
次
試
験
／
９
月
下
旬
予
定

●
受
付
期
間

　

�

６
月
１
日（
金
）～
６
月
28
日（
木
）ま
で
の

執
務
時
間
中（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
※�

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、職
員
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲
賀
市

正
規
職
員
採
用
試
験

問
い
合
わ
せ

　
職
員
課　
人
事
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
６
９

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
６
１　

　「
人
自
然
輝
き
つ
づ
け
る
あ
い
甲
賀
」実
現

の
た
め
、高
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、創

意
工
夫
の
も
と
、自
発
的
に
行
動
で
き
る
人
材

を
求
め
ま
す
。

〜
未
来
の
甲
賀
市
を
担
う
情
熱
と
責
任
感
〜
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